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校
等
就
学
支
援
金
の
拡
充
強
化
、

②
私
立
中
学
校
生
徒
へ
の
公
的
支

援
制
度
の
創
設
）、
４
．
私
立
学

校
教
員
の
資
質
能
力
向
上
等
の
た

め
の
補
助
の
拡
充
強
化
―
が
柱
。

六
月
二
十
九
日
の
私
学
助
成
委
員

会
で
要
望
案
と
し
て
ま
と
め
、
七

月
十
四
日
の
常
任
理
事
会
で
本
連

合
会
の
要
望
書
と
し
て
決
定
す
る

予
定
。
吉
田
会
長
は
、
要
望
項
目

案
の
内
、
４
．
私
立
学
校
教
員
の

資
質
能
力
向
上
等
の
た
め
の
補
助

の
拡
充
強
化
を
取
り
上
げ
、
国
の

進
め
る
教
育
改
革
に
対
応
し
た
新

し
い
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
教

員
の
育
成
・
研
修
等
に
対
し
て
は
、

あ
え
て「
全
額
補
助
制
度
の
創
設
」

の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
、
今

後
、
全
額
補
助
制
度
創
設
の
必
要

性
を
打
ち
出
し
て
い
く
考
え
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
楠
隼
中
高
の
問
題
に

関
す
る
本
連
合
会
の
要
望
に
五
月

二
十
六
日
付
で
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
か
ら
回
答
書
が
届
い
た
こ
と

（
本
紙
四
面
参
照
）、
日
本
私
学
教

育
研
究
所
か
ら
六
月
上
旬
、
山
形

市
で
開
催
し
た
私
学
経
営
研
修
会

が
成
功
裏
に
終
了
し
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

一
〇
〇
％
に
限
り
な
く
近
づ
け
る

の
が
我
々
の
目
標
だ
」と
語
っ
た
。

　

矢
野
課
長
の
説
明
後
、
常
任
理

事
か
ら
は
、「
私
学
は
知
事
の
方

針
等
に
よ
っ
て
財
政
支
援
が
左
右

さ
れ
、
耐
震
化
事
業
の
二
分
の
一

の
自
己
負
担
分
も
厳
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
等
が
聞
か
れ
た
。
ま

た
吉
田
会
長
は
、
私
立
学
校
で
特

別
に
支
援
が
必
要
な
子
供
を
受
け

入
れ
る
に
は
、
公
立
と
同
様
に
支

援
員
の
配
置
な
ど
財
政
的
措
置
等

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

い
る
こ
と
を
説
明
、「
私
立
学
校

に
つ
い
て
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

め
る
よ
う
、我
々
も
努
力
し
た
い
。

各
地
か
ら
（
耐
震
化
事
業
拡
充
へ

の
）声
を
上
げ
て
ほ
し
い
」と
語
っ

た
。
さ
ら
に
政
府
の
復
興
特
別
会

計
の
中
の
全
国
防
災
事
業
が
平
成

二
十
七
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、「
耐
震
化
予
算
も
楽
観
視
で

き
な
い
。
私
立
学
校
の
耐
震
化
率

一
〇
〇
％
実
現
に
は
国
の
補
助
金

ベ
ー
ス
で
ま
だ
一
千
億
円
程
度

必
要
だ
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

て
は
、（
減
額
が
続
い
て
き
た
）

施
設
・
設
備
費
を
ど
の
程
度
取
り

戻
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
指
摘
。

ま
た
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
関

し
て
は
、
国
公
立
学
校
施
設
の
耐

震
化
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
徐
々
に
老

朽
校
舎
の
改
修
事
業
・
施
設
の
長

寿
命
化
事
業
に
シ
フ
ト
し
て
き
て

学
部
私
学
助
成
課
長
を
招
き
、
私

学
助
成
予
算
を
取
り
巻
く
情
勢
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
本

連
合
会
か
ら
政
府
、
国
会
関
係
者

へ
の
予
算
要
望
の
柱
と
な
る
項
目

案
が
説
明
さ
れ
、
基
本
的
に
了
承

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
矢
野
課
長
は

　

本
連
合
会
は
六
月
九
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十
回
常

任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
文
部
科
学
省
の
平

成
二
十
八
年
度
私
立
高
等
学
校
等

関
係
概
算
要
求
策
定
を
前
に
、
同

省
の
矢
野
和
彦
・
高
等
教
育
局
私

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
理
事
会・評
議
員
会
合
同
会
議
等
開
催�

２
面

自
民
党
高
大
接
続
小
委
で
意
見
発
表�

４
面

全
審
連
理
事
会�

４
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

今
後
の
私
学
助
成
予
算
等

に
関
し
て
は
、
政
府
が
掲

げ
て
い
る
平
成
三
十
二
年

度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の

黒
字
化
実
現
に
向
け
て
平

成
二
十
九
年
度
が
重
要
な

年
と
な
る
見
通
し
で
、
来

年
度
に
関
し
て
は
、
国
立

大
学
授
業
料
が
（
財
政
当

局
と
の
）
攻
防
の
争
点
の

一
つ
と
な
る
と
の
見
方
を

示
し
、
私
立
学
校
に
関
し

　

こ
の
後
、
部
会
・
委
員
会
報
告

が
行
わ
れ
、
福
島
事
務
局
長
か
ら

資
料
に
沿
っ
て
、
本
連
合
会
の
平

成
二
十
六
・
二
十
七
年
度
役
員
等

一
覧
、
平
成
二
十
六
・
二
十
七
年

度
会
務
分
掌
の
一
部
変
更
、
平
成

二
十
七
年
度
都
道
府
県
私
学
協
会

一
覧
、
五
月
の
理
事
会
、
評
議
員

会
で
変
更
さ
れ
た
会
則
の
第
十
五

条
が
説
明
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
福
島
事
務
局
長
が
平

成
二
十
八
年
度
私
立
高
校
等
関
係

政
府
予
算
に
関
す
る
要
望
項
目
案

を
説
明
し
た
。
要
望
項
目
案
は
、

１
．
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡
充
強

化
、
２
．
私
立
高
等
学
校
等
施
設

設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
補
助
の

拡
充
強
化
（
①
私
立
高
等
学
校
等

施
設
の
耐
震
化
支
援
の
拡
充
強

化
、
②
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
の
推
進
）、

３
．
私
立
学
校
生
徒
へ
の
修
学
支

援
の
拡
充
強
化
（
①
私
立
高
等
学

左から近藤副会長、吉田会長、矢野私学助成課長

第
10
回
常
任
理
事
会
を
開
催予

算
要
望
の
項
目
案
等
を
討
議

矢
野
・
文
科
省
私
学
助
成
課
長
が
報
告
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本
連
合
会
は
五
月
十
九
日
、

東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
第
百
七
十
四
回
理
事
会
・
第

百
四
十
七
回
評
議
員
会
合
同
会
議

を
開
催
し
た
。

　

初
め
に
あ
い
さ
つ
し
た
吉
田
晋

会
長
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革

が
提
案
さ
れ
、
私
立
学
校
に
も
実

施
を
求
め
て
く
る
こ
と
を
取
り
上

げ
、「
本
来
、
国
が
費
用
負
担
す

る
べ
き
と
こ
ろ
、
私
学
は
二
分
の

一
補
助
の
壁
が
あ
る
。
ま
た
、
経

常
費
補
助
額
が
下
げ
ら
れ
、
就
学

支
援
金
で
授
業
料
は
上
げ
に
く

い
。
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
各
都

い
。」
を
追
加
し
、
今
年
四
月
一

日
に
遡
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
提

案
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
所
属
校
の
校
長
退
任
等

に
伴
う
本
連
合
会
理
事
・
評
議
員

の
異
動
が
福
島
事
務
局
長
か
ら
報

告
さ
れ
、
茨
城
県
の
協
会
長
、
理

事
の
異
動
に
伴
い
関
東
地
区
の
常

任
理
事
が
欠
員
と
な
っ
た
た
め
、

地
区
か
ら
後
任
の
常
任
理
事
候
補

者
が
推
薦
さ
れ
、
茨
城
県
で
新
た

に
私
学
協
会
長
に
就
任
し
た
鈴
木

康
之
・
水
戸
女
子
高
校
理
事
長
・

校
長
を
、
残
任
期
間
の
地
区
推
薦

常
任
理
事
と
す
る
こ
と
が
提
案
、

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
案
が
堀
井

基
章
・
総
務
・
広
報
部
会
長
か
ら

説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
平
成
二
十
六
年
度
決
算

会
の
議
長
に
は
愛
知
県
の
大
谷
恩

評
議
員
（
学
校
法
人
桜
花
学
園
理

事
長
）
が
就
任
、
報
告
・
審
議
が

進
め
ら
れ
た
。

　

初
め
に
本
連
合
会
の
会
則
の
一

部
変
更
案
、
具
体
的
に
は
理
事
会

の
任
務
を
規
定
し
た
第
十
五
条

に
、
新
た
に
第
二
項
と
し
て
、「
２

　

理
事
会
は
、
前
項
の
二
、三
、

お
よ
び
四
の
各
号
に
つ
い
て
は
、

権
限
を
常
任
理
事
会
に
付
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
常
任

理
事
会
は
、
付
託
を
受
け
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
直
近
の
理
事
会
に

結
果
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

本
連
合
会
は
五
月
十
九
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
九

回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
日
の
主
要
な
議
題
は
、
午
後
か

ら
開
催
す
る
理
事
会
・
評
議
員
会

報
告
案
が
森
本
純
生
・
会
計
部
会

長
、
福
島
事
務
局
長
か
ら
説
明
さ

れ
、
監
査
報
告
で
は
長
谷
川
了
監

事
が
会
務
執
行
、
会
計
処
理
全
般

に
つ
い
て
は
適
正
に
運
営
さ
れ
て

い
る
と
し
た
上
で
、
災
害
等
に
備

え
た
互
助
組
織
で
あ
る
私
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
に
関
し
て
は
、
中

高
連
加
盟
校
千
三
百
八
十
八
校

中
、
会
費
を
拠
出
し
て
い
る
学
校

が
未
だ
八
百
十
六
校
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
趣
旨
が
浸

透
し
て
い
な
い
と
し
て
、
今
後
、

さ
ら
に
強
力
に
理
解
を
求
め
て
い

く
必
要
性
を
指
摘
、
二
十
六
年
度

決
算
報
告
案
に
つ
い
て
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
部
会
・
委
員
会
報
告
が

行
わ
れ
、
實
吉
調
査
研
究
部
会
長

が
、
本
連
合
会
が
四
月
十
日
現
在

で
実
施
し
た
生
徒
数
調
査
結
果

（
三
面
に
詳
報
）
を
報
告
、
吉
田

会
長
は
「
私
立
中
学
校
生
徒
数
の

減
少
は
、
公
立
の
中
高
一
貫
校
、

小
中
一
貫
校
の
急
激
な
増
え
方
等

の
問
題
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

何
と
か
私
立
中
学
校
に
対
す
る
就

学
支
援
金
を
創
設
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
立
楠
隼
中
学

高
校
問
題
で
は
、
四
月
二
十
一
日

と
五
月
十
一
日
に
本
連
合
会
事
務

局
内
で
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
の

高
校
教
育
課
関
係
者
と
話
し
合
い

を
持
っ
た
も
の
の
、
公
立
学
校
が

県
を
超
え
て
生
徒
募
集
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
明
確
な
回
答
が
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。

　

続
い
て
堀
井
総
務
・
広
報
部
会

長
が
改
め
て
平
成
二
十
七
年
度
の

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
会
費

拠
出
へ
の
協
力
を
書
面
で
各
都
道

府
県
私
学
協
会
に
要
請
し
た
こ

と
、
福
島
事
務
局
長
が
中
高
連
団

体
保
険
の
申
し
込
み
や
教
育
改
革

の
動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

最
後
に
日
本
私
学
教
育
研
究
所

の
中
川
武
夫
所
長
が
今
後
の
研
修

会
の
予
定
な
ど
を
説
明
し
た
。

道
府
県
で
補
助
金
の
在
り
方
を
含

め
、
今
年
四
十
年
を
迎
え
る
私
立

学
校
振
興
助
成
法
の
一
つ
の
柱
で

あ
る
、
私
立
学
校
の
経
営
の
安
定

に
つ
い
て
考
え
直
し
て
も
ら
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
選
挙
権
の
十
八
歳

へ
の
引
き
下
げ
問
題
で
は
、
主
権

者
教
育
を
含
む
新
し
い
科
目
の
準

備
も
出
来
て
い
な
い
段
階
で
選
挙

だ
け
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
矛
盾

は
、
子
供
を
教
育
し
て
い
る
立
場

と
し
て
は
し
っ
か
り
と
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
則
に
従
い
理
事
会

の
議
長
に
吉
田
会
長
が
、
評
議
員

合
同
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
。
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
案
、
平

成
二
十
六
年
度
決
算
報
告
案
・
同

監
査
報
告
に
つ
い
て
は
合
同
会
議

で
詳
細
に
報
告
す
る
こ
と
等
段
取

り
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
次
回
の
常
任
理
事
会

の
日
程
（
六
月
九
日
）
が
説
明
さ

れ
た
。

理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議

第
９
回
常
任
理
事
会

理事会・評議
員会合同会議

平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
等
を
承
認

本
連
合
会
会
則
の
一
部
を
変
更

第　９　回
常任理事会

合
同
会
議
の
運
営　

報
告

に
つ

い
て

事
業
報
告
の
詳
細
は
合
同
会
議
で

平　

成

26
年
度
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本
連
合
会
は
、
五
月
十
九
日
、

「
平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
現
在

都
道
府
県
別
私
立
高
等
学
校
・
中

学
校
生
徒
数
と
前
年
度
と
の
比

較
」
を
ま
と
め
た
。

　

各
都
道
府
県
私
学
協
会
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
、
私

立
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）

千
三
百
三
十
七
校
（
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
を
含
む
）
と
私
立
中

学
校
七
百
九
十
一
校
（
中
等
教
育

学
校
前
期
課
程
を
含
む
）
が
調
査

対
象
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
私
立
高

校
千
三
百
三
十
七
校
（
一
校
減

少
、
一
校
新
設
）
に
お
け
る
今
春

の
入
学
者
数
は
前
年
度
（
学
校
数

は
千
三
百
三
十
七
校
）
よ
り
二
千

八
百
二
十
八
人
減
っ
て
三
十
五
万

六
千
二
百
五
十
九
人
だ
っ
た
。
対

前
年
度
比
の
減
少
率
は
〇
・
八
％

で
、
全
国
の
内
、
福
島
県
や
関

西
圏
を
中
心
に
二
十
九
都
道
府

県
で
入
学
者
数
が
減
少
、
十
八

県
で
は
前
年
度
比
で
増
加
し
て

い
た
。
中
卒
者
数
の
前
年
度
比

減
少
が
響
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の

総
生
徒
数
に
つ
い
て
は
前
年
度

比
三
千
三
百
三
十
八
人
増
え
て

百
四
万
百
九
十
二
人
と
な
っ
た
。

対
前
年
度
比
の
増
加
率
は
〇
・

三
％
。
前
年
度
と
比
べ
三
十
一
都

府
県
で
増
加
、
十
六
道
府
県
で
減

少
し
て
い
た
。

　

一
方
、
私
立
中
学
校
の
状
況
を

見
る
と
、
学
校
数
は
前
年
度
か
ら

三
校
（
四
校
減
少
、
一
校
新
設
）

減
っ
て
七
百
九
十
一
校
だ
っ
た
。

　

今
春
の
入
学
者
数
は
、
前
年

度
よ
り
七
百
七
十
九
人
減
っ
て

八
万
二
千
百
九
十
八
人
、
減
少
率

は
〇
・
九
％
。
前
年
度
と
比
べ
入

学
者
数
が
減
少
し
た
の
は
二
十
六

都
道
府
県
。

　

ま
た
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
の
総
生
徒
数
は
、
前
年
度
比

二
千
五
百
三
十
九
人
減
っ
て

二
十
四
万
七
千
百
七
十
二
人
と

な
っ
た
。

　

総
生
徒
数
の
前
年
度
比
減
少
率

は
一
・
〇
％
で
、
前
年
度
と
比
べ

総
生
徒
数
が
減
少
し
た
県
は
三
十

都
道
府
県
。
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈

川
、
東
京
な
ど
関
東
地
方
で
の
減

少
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

特
に
私
立
中
学
校
は
生
徒
数
の

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
近
年

急
速
に
増
加
し
た
公
立
中
学
高
校

一
貫
教
育
校
の
影
響
を
受
け
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
提
出
の
「
学
校
教

育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
は
、
六
月
十
七
日
、
参
議
院

本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
、
成

立
し
た
。

　

同
法
は
、
①
小
学
校
と
中
学
校

の
義
務
教
育
九
年
間
を
一
貫
し
て

行
う
「
義
務
教
育
学
校
」
を
新
た

に
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定

し
、
必
要
な
財
政
措
置
等
を
講
じ

る
。
国
公
私
い
ず
れ
も
が
設
置
可

能
。
②
修
業

年
限
二
年
以

上
な
ど
文
部

科
学
大
臣
が

定
め
る
基
準

を
満
た
す
高

校
専
攻
科
修

了
生
の
大
学

編
入
学
を
可

能
と
す
る
制

度
創
設
―
を

実
現
す
る
も

の
。

高
校
入
学
者
数　

0.8
％
の
減
少

前
年

度
比

４
月
10
日
現
在
、
生
徒
数
調
査
結
果

学
校
教
育
法
一
部

改
正
案
が
成
立

平成 27 年４月 10 日現在都道府県別私立高等学校等生徒
数と前年度との比較（単位：校、人）

都道府県
学校数

（休校含む）

生徒数
（私学協会調査）

対 26年度増減数

計（総生徒数） １学年 総生徒数
北海道 51 29,740 ▲ 217 ▲ 179
青森 17 9,297 26 92
岩手 13 6,685 ▲ 70 74
宮城 19 17,121 ▲ 230 8
秋田 5 2,542 ▲ 27 ▲ 90
山形 15 9,062 38 ▲ 108
福島 18 10,748 ▲ 349 69
新潟 16 12,445 18 102
茨城 26 21,132 339 391
栃木 16 16,743 ▲ 223 ▲ 122
群馬 13 12,709 ▲ 23 97
埼玉 48 54,962 183 461
千葉 55 48,543 ▲ 54 246
神奈川 81 70,182 198 298
東京 237 176,260 ▲ 252 514
冨山 10 5,999 7 ▲ 81
石川 10 8,207 179 366
福井 7 6,235 ▲ 106 143
山梨 11 6,509 85 215
長野 17 10,645 9 213
岐阜 15 11,396 ▲ 79 162
静岡 43 31,971 ▲ 167 79
愛知 56 60,994 51 562
三重 14 10,713 ▲ 76 ▲ 89
滋賀 11 8,080 ▲ 80 72
京都 40 31,221 ▲ 204 464
大阪 96 96,236 ▲ 455 ▲ 728
兵庫 52 36,662 ▲ 589 ▲ 177
奈良 17 11,056 ▲ 41 62
和歌山 8 4,648 1 48
鳥取 8 3,205 136 93
島根 10 4,057 6 93
岡山 24 16,996 ▲ 82 144
広島 36 22,928 ▲ 148 ▲ 55
山口 20 10,255 ▲ 65 ▲ 51
徳島 3 830 16 5
香川 10 6,168 ▲ 21 133
愛媛 14 8,814 ▲ 107 4
高知 9 5,609 148 86
福岡 60 52,689 ▲ 208 103
佐賀 9 5,957 ▲ 13 ▲ 16
長崎 22 12,421 1 ▲ 60
熊本 21 16,991 ▲ 124 178
大分 14 8,327 63 ▲ 38
宮崎 15 9,470 ▲ 202 ▲ 404
鹿児島 21 13,961 ▲ 115 ▲ 20
沖縄 4 2,771 ▲ 5 ▲ 21
計 1,337 1,040,192 ▲ 2,828 3,338

計のうち高校全日制生徒数 1,033,393 対前年度
0.8％減
減少県 29

対 前年度
0.3％増
減少県 16

計のうち高校定時制生徒数 2,903
計のうち中等教育学校（後期・
全日）生徒数

3,896

注：（１）26年度は文部科学省「学校基本調査」による 26年５月１日現在。（２）
中等教育学校（後期課程）を含む。同未稼働校を含む。（３）通信制を除く。（４）
分校を含む。（５）専攻科生徒数は、26年度 6,171 人、27年度 6,293 人（外数）。
別科は該当校なし。（６）学校数は休校を含む。高校全日制・定時制併置高、
中等教育学校（後期課程）はそれぞれ１校とする。（７）[三重]株式会社立ウィッ
ツ青山学園高等学校（全日制）を含む。
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自
由
民
主
党
文
部
科
学
部
会
の

「
高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
小
委

員
会
」（
小
坂
憲
次
委
員
長
＝
参

議
院
議
員
、
元
文
部
科
学
大
臣
）

は
、
五
月
二
十
日
か
ら
三
週
連
続

で
関
係
団
体
か
ら
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。
こ
の
う
ち
同
日
に
は
本

連
合
会
も
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

導
要
領
の
改
訂
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
き
適
正
な
学
力
判
定
に
よ
る

大
学
入
試
改
革
を
行
う
べ
き
で
、

に
つ
い
て
不
透
明
で
あ
る
こ
と
も

高
校
の
対
応
を
遅
ら
せ
て
い
る
要

因
」
と
説
明
し
た
。

　

翌
週
の
五
月
二
十
七
日
に
は
国

立
大
学
協
会
、
日
本
私
立
大
学
団

体
連
合
会
、
公
立
大
学
協
会
の
大

学
三
団
体
が
揃
っ
て
意
見
陳
述
し

た
。
こ
の
中
で
清
家
篤
・
私
大
団

体
連
会
長
は
、
入
試
制
度
改
革
に

当
た
っ
て
は
、
慎
重
な
実
施
と
十

分
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
確
保
等
を

要
請
。
さ
ら
に
六
月
三
日
に
は
全

国
高
等
学
校
長
協
会
の
宮
本
久
也

会
長
が
、「
高
校
二
年
次
の
高
等

学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
、
就
職
や
進
学
時
の
資
料
に
使

わ
れ
る
と
進
路
決
定
が
早
ま
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
結
果
を
調
査
書

等
に
記
載
せ
ず
、
選
抜
の
資
料
に

使
わ
な
い
仕
組
み
に
し
て
頂
き
た

い
」
な
ど
と
要
請
し
た
。

　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）
は
、
六
月
二

十
九
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学

会
館
で
平
成
二
十
七
年
度
第
一
回

理
事
会
を
開
催
し
た
＝
写
真
＝
。

　

理
事
会
で
は
、
①
平
成
二
十
六

年
度
事
業
報
告
案
、
②
平
成

二
十
六
年
度
決
算
報
告
案
・
監
査

報
告
、
③
平
成
二
十
七
年
度
全
審

連
役
員
案
、
④
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
案
、
⑤
平
成
二
十
七
年

度
収
支
予
算
案
、
⑥
平
成
二
十
七

年
度
私
立
学
校
審
議
会
委
員
功
労

者
表
彰
受
賞
候
補
者
、
⑦
平
成

二
十
八
年
度
都
道
府
県
分
担
金
・

私
学
団
体
負
担
金
案
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
二
十
七
年
度
事
業

計
画
案
は
、
前
年
度
を
踏
襲
し
て

私
立
学
校
審
議
会
の
在
り
方
及
び

運
営
に
つ
い
て
の
研
究
協
議
、
諸

法
令
基
準
な
ど
に
関
す
る
研
究
、

関
係
所
轄
庁
に
対
す
る
請
願
・
建

議
に
関
す
る
対
策
、情
報
の
交
換
、

永
年
勤
続
退
任
委
員
に
対
す
る
表

彰
、
会
議
の
開
催
が
柱
。
役
員
改

選
で
は
榊
直
樹
（
中
部
支
部
）、

秋
葉
英
一
（
第
一
専
門
部
会
）
の

副
会
長
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
今
年
十
月
、
新
潟
市
で
開

催
す
る
第
七
十
回
総
会
の
日
程
等

も
報
告
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
学

校
種
ご
と
に
三
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
私
立
学
校
や
私
学
行
政

が
当
面
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
、
協
議
等
を
行
う
。
平
成

二
十
八
年
度
総
会
は
群
馬
県
で
開

催
す
る
予
定
。

　

本
連
合
会
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

出
席
し
た
の
は
吉
田
晋
会
長
と
文

部
科
学
省
の
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム

改
革
会
議
委
員
な
ど
を
務
め
る
長

塚
篤
夫
常
任
理
事
。
こ
の
中
で
吉

田
会
長
は
、「
ま
ず
は
、
学
習
指

子
供
た
ち
の
立
場
に
立
っ
た
慎
重

な
手
続
き
を
」
と
要
請
、ま
た
「
大

学
が
一
斉
に
入
試
改
革
を
行
う
か

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
五
月

二
十
六
日
付
で
本
連
合
会
に
鹿
児

島
県
立
楠
隼
中
学
高
校
に
つ
い
て

の
回
答
を
送
付
し
た
。
同
県
教
委

は
、
楠
隼
中
高
校
が
県
立
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
七
年
度
入

試
に
先
立
ち
全
国
主
要
都
市
で
進

学
説
明
会
を
開
催
、
東
京
、
大
阪
、　

今
回
の
回
答
は
四
月
二
十
一
日

と
五
月
十
一
日
の
本
連
合
会
と
県

教
委
と
の
話
し
合
い
後
に
修
正
さ

か
っ
た
た
め
、
本
連
合
会
は
回
答

の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
と
い
う

経
緯
を
受
け
て
の
今
回
の
回
答
で

あ
っ
た
が
、
本
連
合
会
が
疑
問
視

し
て
い
る
県
立
学
校
の
県
外
で
の

生
徒
募
集
に
つ
い
て
は
、「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
」
の
二
十
一
条
を
根
拠

に
県
外
募
集
は
で
き
る
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
入
試
期
日
等
に
つ
い

て
は
、
受
験
者
の
利
益
を
第
一
に

考
え
た
結
果
だ
と
説
明
、
同
校
の

県
外
入
試
日
程
が
、
そ
の
地
域
の

公
私
立
学
校
が
中
学
校
教
育
等
へ

の
影
響
を
考
え
調
整
し
た
選
抜
日

程
よ
り
早
く
て
も
問
題
は
な
い
と

の
考
え
を
示
し
て
い
る
。な
お
来

年
度
は
、高
校
は
県
内
の
み
で
入

試
を
実
施
す
る
が
、
中
学
校
は
引

き
続
き
東
京
、
大
阪
、
福
岡
で
出

張
入
試
を
行
う
と
し
て
い
る
。

福
岡
で
そ
の
地
域
の
公
私
立
学
校

間
の
入
試
日
程
調
整
を
考
慮
せ
ず

出
張
入
試
を
実
施
、
そ
の
た
め
本

連
合
会
は
再
三
、
同
県
教
育
委
員

会
に
疑
問
点
に
回
答
す
る
よ
う
求

め
て
き
た
。

れ
た
も
の
。
そ
れ
に
先
立
つ
五
月

十
一
日
の
話
し
合
い
で
は
本
連
合

会
の
疑
問
に
十
分
応
え
て
い
な

自
民
党
高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
小
委
員
会

鹿
児
島
県
立
楠
隼
中
学
高
校
問
題

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

吉
田
・
本
連
合
会
会
長
が
意
見
表
明

５
月
26
日
付
で
回
答
も
、
疑
問
晴
れ
ず

理
事
会
で
27
年
度
事
業
計
画
等
決
め
る
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来
年
度
政
府
予
算
案
に
関
し
て

は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等

の
考
え
に
則
っ
た
歳
出
改
革
を
進

め
る
と
し
て
お
り
、
地
方
財
政
で

は
、
地
方
創
生
へ
の
重
点
化
を
行

う
こ
と
で
新
型
交
付
金
を
創
設
・

活
用
し
、
地
方
創
生
の
進
化
を
図

る
方
針
で
、
無
駄
を
排
除
し
、
厳

し
い
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、
メ

リ
ハ
リ
の
付
い
た
予
算
と
す
る
、

と
し
て
い
る
。

般
の
国
立
大
学
に
比
べ
て
高
い
自

由
度
を
有
す
る
収
益
事
業
等
に
よ

り
自
己
収
入
拡
大
を
行
う
こ
と
の

で
き
る「
特
定
研
究
大
学（
仮
称
）」

制
度
を
創
設
す
る
。
人
材
力
強
化

で
は
、
個
人
が
歩
む
べ
き
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
（
将
来
目
指
す
職
業
・
職

務
の
実
現
に
向
け
て
積
ん
で
い
く

職
務
経
験
等
の
道
筋
）
と
そ
の
た

め
身
に
付
け
る
べ
き
能
力
を
確
認

す
る
機
会
と
し
て「
セ
ル
フ
・
キ
ャ

リ
ア
ド
ッ
ク
（
仮
称
）」
を
整
備
、

学
び
直
し
を
提
供
す
る
場
と
し

て
、
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う

新
た
な
高
等
教
育
機
関
の
制
度
化

等
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

を
不
退
転
の
決
意
で
断
行
す
る
考

え
も
示
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年

度(

平
成
三
十
二
年
度
）
の
財
政

健
全
化
目
標
（
＝
国
と
地
方
を
合

わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒

字
化
す
る
）
を
引
き
続
き
堅
持

し
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
三
年
間

を
集
中
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
改

革
を
進
め
、
計
画
の
中
間
時
点

(

二
〇
一
八
年
度)

で
は
基
礎
的

財
政
収
支
の
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

マ
イ
ナ
ス
一
％
程
度
を
目
安
と
し

て
い
る
。

ら
自
然
科
学
ま
で
多
様
か
つ
重
要

な
学
問
分
野
の
継
承
・
発
展
を
基

礎
と
し
つ
つ
、
新
領
域
や
融
合
分

野
な
ど
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

学
問
領
域
を
創
出
し
、
地
域
・
日

本
・
世
界
が
直
面
す
る
経
済
社
会

の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
、と
し
て
お
り
、運
営
費

交
付
金
の
重
点
配
分
導
入
で
大
学

間
の
競
争
を
促
進
す
る
考
え
。
一

会
人
の
学
び
直
し
の
推
進
等
を
進

め
る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

核
と
し
て
の
学
校
の
役
割
を
踏
ま

え
、
学
校
統
廃
合
、
統
合
困
難
な

小
規
模
校
等
の
活
性
化
、
休
校
し

た
学
校
の
活
用
・
再
開
に
関
す
る

支
援
な
ど
少
子
化
に
対
応
し
た
活

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
き
め
細
か

く
支
援
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、｢

経
済
再
生
な
く
し

て
財
政
健
全
化
な
し
」
の
基
本
方

針
の
下
、
経
済
・
財
政
一
体
改
革

　

政
府
は
六
月
三
十
日
、｢

日
本

再
興
戦
略
改
訂
二
〇
一
五
―
未
来

へ
の
投
資
・
生
産
性
革
命
―
」
を

閣
議
決
定
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

第
二
ス
テ
ー
ジ
の
成
長
戦
略
。
直

接
、
中
等
教
育
に
言
及
し
た
箇
所

は
な
い
が
、
教
育
関
係
で
は
、
稼

ぐ
力
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

向
け
て
国
立
大
学
に
大
き
な
役
割

を
期
待
し
て
お
り
、
人
文
社
会
か

子
奨
学
金
の
充
実
や
授
業
料
等
負

担
の
軽
減
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
促
進
、
教
員
の
指
導
力

の
強
化
、
大
学
の
徹
底
し
た
国
際

化
、
高
校
教
育
・
大
学
教
育
・
入

学
者
選
抜
を
通
じ
た
高
大
接
続
改

革
、
成
績
評
価
・
卒
業
認
定
の
厳

格
化
等
の
推
進
、
職
業
教
育
や
社

と
連
携
し
た
専
門
的
職
業
人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
、
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
産
業
教

育
フ
ェ
ア
等
を
通
じ
て
専
門
高
校

等
の
取
り
組
み
や
生
徒
の
学
習
成

果
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
方
針
。
さ
ら

に
平
成
二
十
八
年
度
以
降
は
、
地

方
創
生
の
深
化
に
向
け
て
、
統
一

的
な
方
針
の
下
、
関
係
府
省
庁
が

連
携
し
、
地
方
創
生
予
算
へ
の
重

点
化
で
財
源
を
確
保
、従
来
の「
縦

割
り
」
の
事
業
を
超
え
た
財
政
支

援
を
行
う
「
新
型
交
付
金
」
を
創

設
す
る
。
新
型
交
付
金
の
選
定
・

検
証
に
は
関
係
各
省
庁
の
参
画
を

得
な
が
ら
内
閣
府
が
対
応
す
る
。

経
済
の
好
循
環
の
拡
大
と
中
長
期

の
発
展
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
重

点
課
題
を
掲
げ
て
い
る
が
、
教
育

に
関
し
て
は
、
経
済
成
長
の
源
泉

は
「
人
」
で
あ
り
、
人
材
育
成
は

極
め
て
重
要
な
先
行
投
資
だ
と

し
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
向
け

た
段
階
的
取
り
組
み
推
進
、
無
利

か
ら
実
施
し
て
い
る
地
（
知
）
の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進

事
業
に
よ
り
若
者
層
の
地
元
定
着

を
引
き
続
き
促
進
、
ま
た
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
私
立
大
学
等
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
を
継
続
、
大

都
市
圏
へ
の
学
生
集
中
を
抑
制
す

る
方
針
。
ま
た
大
学
や
高
専
、
専

門
学
校
、専
門
高
校
等
に
お
け
る
、

地
元
の
地
方
公
共
団
体
や
企
業
等

　

政
府
は
六
月
三
十
日
、｢

経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

二
〇
一
五｣

(
い
わ
ゆ
る
「
骨
太

の
方
針
」)

を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の「
骨
太
の
方
針
」は
、
来
年

度
政
府
予
算
案
編
成
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
、今
後
、政
府
が
決
定
す

る
来
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
基

準
に
そ
の
方
針
が
反
映
さ
れ
る
。

　
「
骨
太
の
方
針
二
〇
一
五
」
は
、

　

政
府
は
六
月
三
十
日
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針

２
０
１
５
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

基
本
方
針
と
な
る
も
の
で
、
教
育

関
係
で
は
、
若
者
が
地
域
に
残
る

た
め
に
は
、
雇
用
機
会
の
創
出
と

並
ん
で
地
方
大
学
等
を
一
層
活
性

化
す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
お

り
、
こ
れ
は
、
平
成
二
十
七
年
度

経
済
成
長
へ
人
材
育
成
を
重
要
視

「
骨
太
の
方
針
」
２
０
１
５
決
定

ま
ち
・ひ
と
・し
ご
と    　

 

２
０
１
５

創
生
基

本
方
針

地
方
大
学
や
専
門
高
校

の
取
り
組
み
等
を
支
援

日
本
再
興
戦
略
改
訂
２
０
１
５

実
践
的
な
職
業
教
育
行
う

高
等
教
育
機
関
制
度
化
な
ど
推
進
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本
連
合
会
は
五
月
十
九
日
付

で
、「
平
成
二
十
七
年
度
都
道
府

県
当
初
予
算
に
お
け
る
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
（
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
）一
覧
」を
ま
と
め

た
。
経
常
費
助
成
の
単
価
の
公
表

は
七
月
と
い
う
自
治
体
も
あ
り
、

全
て
補
助
単
価
が
出
揃
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、高
校（
全
日
制
・
定

時
制
）
を
見
る
と
、
既
に
単
価
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
四
十
三
都

府
県
の
状
況
で
は
、
四
県
で
前
年

度
単
価
を
下
回
る
状
況
で
、
ま
た

九
県
で
補
助
単
価
が
国
の
財
源
措

置
額
を
下
回
っ
て
い
た
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
更
に

深
刻
な
状
況
で
、
既
に
単
価
が

判
明
し
て
い
る
四
十
一
都
府
県

中
、
国
の
財
源
措
置
額
を
下
回
っ

て
い
る
自
治
体
は
そ
の
約
六

割
、
二
十
五
府
県
に
も
及
ん
で

い
る
。
特
に
、
神
奈
川
県
で
は

補
助
金
単
価
が
国
の
財
源
措
置

額
（
三
十
一
万
三
千
四
百
四
十
九

円
）
を
三
一
・
三
八
％
、
大
阪
で

は
二
三
・
〇
三
％
、
奈
良
県
で
は

二
〇
・
五
六
％
も
下
回
る
状
況
。

　

全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協
会

（
会
長
＝
佐
藤
仁
作
・
仁
愛
高
校

長
）は
六
月
五
日
、東
京
・
市
ヶ
谷

の
私
学
会
館
で
平
成
二
十
七
年
度

総
会
を
開
き
＝
写
真
＝
、
今
年
度

事
業
計
画
、同
予
算
等
を
決
め
た
。

同
協
会
が
長
年
、要
望
し
て
き
た

高
校
等
専
攻
科
修
了
生
が
大
学
編

入
学
で
き
る
制
度
創
設
が
実
現
す

る
見
通
し
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

来
賓
の
福
村
知
加
子
・
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒

課
産
業
教
育
振
興
室
教
科
調
査
官

は
、
質
の
担
保
の
観
点
か
ら
、
専

攻
科
の
授
業
が
高
等
教
育
相
当
だ

と
判
断
で
き
る
よ
う
学
校
評
価
に

大
学
関
係
者
を
加
え
充
実
す
る
こ

と
な
ど
を
要
請
し
た
。
近
年
、
看

護
実
習
先
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
文

科
省
等
に
状
況
の
改
善
を
要
望
し

て
い
く
方
針
。

平成27年度都道府県当初予算における私立高等学校等
経常費助成（生徒１人当たり単価）一覧

中高連：27.5.19（単位：円、％）

注�

①
27
年
度
単
価
は
当
初
予
算
単
価
（
国
庫
補
助
金
の
一
般
補
助
対
応
額
）、
い
ず
れ
も
予
算
積
算
上
の
単
価
で
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課

に
照
会
し
た
も
の
で
あ
る
。
財
源
措
置
額
に
は
、私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費
分（
27
年
度
単
価
１
２
８
０
０
円
）を
算
入
し
て
い
な
い
。

②
東
京
都
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
滋
賀
県
、
広
島
県
、
山
口
県
（
中
・
高
）、
徳
島
県
の
単
価
に
は
「
特
別
補
助
分
」
を
含
む
。

区分
高等学校（全日制・定時制） 中学校

27年度単価 対前年度
増減率

対財源措置
増減率 27年度単価 対前年度

増減率
対財源措置
増減率

北海道
青　森 320,939 1.24 0.00 313,449 1.25 0.00
岩　手 339,940 1.04 5.92 310,184 1.27 ▲ 1.04
宮　城 321,074 1.18 0.04 300,286 1.01 ▲ 4.20
秋　田 326,239 0.34 1.65 ― ― ―
山　形 367,776 2.67 14.59 ― ― ―
福　島 349,763 1.52 8.98 313,295 1.50 ▲ 0.05
新　潟 337,780 2.52 5.25 311,869 1.15 ▲ 0.50
茨　城 340,044 1.93 5.95 313,449 1.25 0.00
栃　木 321,000 1.23 0.02 282,200 1.26 ▲ 9.97
群　馬 353,079 0.64 10.01 313,449 1.25 0.00
埼　玉 285,829 1.70 ▲ 10.94 253,931 0.00 ▲ 18.99
千　葉 338,439 1.79 5.45 313,449 1.25 0.00
神奈川 298,870 1.68 ▲ 6.88 215,091 2.41 ▲ 31.38
東　京 384,174 1.21 19.70 361,492 1.55 15.33
富　山 349,865 1.33 9.01 313,449 1.25 0.00
石　川 357,124 2.12 11.27 303,223 2.58 ▲ 3.26
福　井 305,701 ▲ 4.04 ▲ 4.75 387,765 ▲ 2.64 23.71
山　梨 339,560 0.00 5.80 309,581 0.00 ▲ 1.23
長　野 321,239 1.26 0.09 313,449 2.48 0.00
岐　阜 342,182 0.00 6.62 312,283 0.87 ▲ 0.37
静　岡 355,839 0.24 10.87 319,049 0.16 1.79
愛　知 320,939 2.39 0.00 297,720 1.20 ▲ 5.02

三　重 骨格予算 26 年
度単価の 6割

骨格予算 26 年
度単価の 6割

滋　賀 320,000 0.00 ▲ 0.29 269,000 0.00 ▲ 14.18
京　都 340,379 ▲ 0.22 6.06 278,700 0.11 ▲ 11.09
大　阪 307,700 1.68 ▲ 4.13 241,272 1.67 ▲ 23.03
兵　庫 345,298 0.16 7.59 298,615 1.31 ▲ 4.73
奈　良 331,500 1.84 3.29 249,000 1.22 ▲ 20.56
和歌山 329,030 0.08 2.52 297,120 0.93 ▲ 5.21
鳥　取 468,239 ▲ 0.49 45.90 486,330 1.80 55.15
島　根 311,085 1.00 ▲ 3.07 294,143 1.00 ▲ 6.16
岡　山 305,008 ▲ 0.05 ▲ 4.96 284,614 1.04 ▲ 9.20
広　島 348,043 1.14 8.45 310,049 1.26 ▲ 1.08
山　口 338,500 0.30 5.47 262,000 0.38 ▲ 16.41
徳　島
香　川 327,375 0.64 2.01 284,264 3.58 ▲ 9.31
愛　媛 320,489 1.10 ▲ 0.14 312,986 1.10 ▲ 0.15
高　知 332,939 1.20 3.74 313,449 1.25 0.00
福　岡
佐　賀 354,477 0.00 10.45 309,581 0.00 ▲ 1.23
長　崎 346,578 1.15 7.99 313,449 1.25 0.00
熊　本 327,306 1.33 1.98 313,627 1.52 0.06
大　分 330,378 1.19 2.94 313,465 1.25 0.01
宮　崎 320,489 1.07 ▲ 0.14 312,986 1.08 ▲ 0.15
鹿児島 328,553 1.25 2.37 313,862 1.24 0.13
沖　縄 333,381 1.88 3.88 319,004 1.71 1.77
財源措置 320,939 1.24 313,449 1.25

全
国
私
立
看
護
高
校
協
が

平
成
27
年
度
総
会
を
開
催

�

新
年
度
事
業
計
画
等
決
め
る

６
割
の
県
で
財
源
措
置
下
回
る
状
況

私　

立

中
学
校

平
成
27
年　
　

当
初
予
算
補
助
単
価

都
道
府
県
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確
保
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の

必
要
性
、
教
科
横
断
の
具
体
的
な

手
法
等
も
取
り
上
げ
る
べ
き
と

い
っ
た
意
見
が
出
た
。
論
点
整
理

は
夏
頃
の
ま
と
め
を
目
指
し
て
い

る
が
、精
査
す
べ
き
事
項
が
多
く
、

審
議
は
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
十
七
日
に
い
わ
ゆ
る

「
十
八
歳
選
挙
権
」
を
可
能
と
す

る
改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立
し
た

こ
と
か
ら
「
主
権
者
教
育
」
に
関

す
る
発
言
も
多
く
、「
学
習
指
導

要
領
に
盛
り
込
む
べ
き
」
と
の
意

見
も
出
た
。

素
案
。「
子
供
た
ち
に
必
要
な
力
を

ど
う
育
成
し
て
い
く
か
」
と
い
う

観
点
を
掲
げ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
や
、そ
の

学
習
手
法
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
、
評
価

方
法
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
等
を
示
し
て
い

る
。
会
合
で
は
素
案
が
つ
ぶ
さ
に

検
討
さ
れ
、
教
員
研
修
の
時
間
の

　

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
は
六
月

二
十
二
日
、
第
九
十
三
回
（
第
八

期
第
三
回
）
の
会
合
を
開
い
た
。

学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向

け
て
、
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

　

た
た
き
台
と
な
っ
た
の
は
、
同

部
会
の
下
の
教
育
課
程
企
画
特
別

部
会
に
よ
る「
論
点
整
理
」ま
と
め

し
、
数
学
、理
科
で
は
知
識
・
技
能

に
関
す
る
判
定
機
能
に
加
え
、
思

考
力
等
を
判
定
す
る
機
能
を
重
視

す
る
。
英
語
は
四
技
能
を
重
視
し

て
評
価
し
、
民
間
外
部
試
験
と
の

連
携
も
検
討
す
る
。
試
験
の
科
目

数
に
つ
い
て
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
よ
り
簡
素
化
し
、
問
題

内
容
に
関
し
て
は
、
多
肢
選
択
式

の
問
題
に
加
え
、
短
文
記
述
式
や

選
択
式
で
よ
り
深
い
思
考
力
等
を

問
う
問
題
等
の
導
入
や
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ

―
Ｉ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
前
提
に
年
複
数

回
実
施
で
き
る
仕
組
み
を
目
指

す
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
下
で
は
、

地
歴
・
公
民
で
歴
史
的
思
考
力
を

重
視
、
ま
た
数
学
、
理
科
で
は
、

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
数
学
と

理
科
の
知
識
や
技
能
を
総
合
的
に

活
用
し
て
主
体
的
な
探
究
活
動
を

行
う
新
た
な
選
択
科
目
に
対
応
す

る
科
目
の
実
施
を
検
討
す
る
ほ

か
、
特
に
重
視
し
て
評
価
す
べ
き

思
考
力
等
に
関
す
る
判
定
機
能
を

強
化
す
る
。
選
抜
性
の
高
い
大
学

が
入
学
者
選
抜
の
一
部
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
高
難
度
の
問
題
も

含
む
と
し
て
い
る
。

上
限
と
し
、
小
・
中
学
校
段
階
の

内
容
も
一
部
含
め
る
方
針
。
導
入

当
初
は
夏
か
ら
秋
の
実
施
を
基
本

に
高
校
二
、三
年
生
の
生
徒
が
年

間
二
回
受
検
で
き
る
仕
組
み
と
す

る
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
―
Ｉ
Ｒ
Ｔ
（
※
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
テ
ス

ト
、
異
な
る
テ
ス
ト
間
で
ス
コ
ア

の
比
較
可
能
）
方
式
を
導
入
す
る

方
向
で
検
討
す
る
。一
定
の
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
を
念
頭
に
大
学
入
学
者

選
抜
で
の
活
用
も
想
定
し
て
い
る

（
そ
の
場
合
は
、
三
年
次
の
結
果

を
活
用
す
る
）。
次
期
学
習
指
導

要
領
下
で
は
、
私
学
も
含
め
関
係

団
体
と
意
見
交
換
し
、
検
討
を
進

め
る
が
、
新
要
領
で
示
さ
れ
る
必

履
修
科
目
を
基
本
に
実
施
す
る
。

　

一
方
、「
大
学
入
学
希
望
者
学

力
評
価
テ
ス
ト
」
は
、
十
分
な
知

識
・
技
能
の
修
得
を
前
提
に
、
大

学
教
育
を
受
け
る
の
に
必
要
な
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
中

心
に
評
価
す
る
。
現
行
学
習
指
導

要
領
下
で
は
、単
な
る
暗
記
で
は

な
く
、
例
え
ば
歴
史
系
科
目
に

お
い
て
歴
史
的
思
考
力
を
重
視

　

文
部
科
学
省
の
「
高
大
接
続
シ

ス
テ
ム
改
革
会
議
」
は
六
月
十
八

日
に
同
省
内
で
三
回
目
の
会
合
を

開
い
た
。
こ
の
中
で
、
同
会
議
の

新
テ
ス
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
検
討
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

検
討
状
況
は
議
論
の
た
た
き
台

と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
。

　
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
は
、
現
行
学
習
指
導
要

領
下
（
平
成
三
十
一
～
三
十
四
年

度
）
で
は
、
対
象
を
平
均
的
な
学

力
層
と
そ
の
下
の
学
力
層
が
主
と

規
定
、
新
テ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
知
識
・
技
能
を
中
心
に
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問

う
問
題
も
一
部
出
題
、
学
習
の
目

標
を
設
け
や
す
く
、
成
果
が
実
感

し
や
す
い
よ
う
十
段
階
以
上
の
多

段
階
で
結
果
を
提
供
す
る
、
と
し

て
い
る
。
対
象
教
科
・
科
目
は
、

「
国
語
総
合
」「
数
学
Ⅰ
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」
の
三
教

科
三
科
目
（
選
択
受
検
も
可
）
が

考
と
す
る
指
針
の
作
成
も
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
特
に
大
学
と
教
育

委
員
会
が
主
体
と
な
る
議
論
の
場

「
教
員
育
成
協
議
会
」（
仮
称
）
の

設
置
も
必
要
と
し
て
い
る
。
大
学

に
対
し
て
は
そ
の
他
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
学
習

に
関
す
る
指
導
力
等
の
適
切
な
育

成
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

導
入
、
大
学
教
員
の
校
内
研
修
へ

の
派
遣
等
を
求
め
て
い
る
。
今
後

も
議
論
を
重
ね
て
細
部
が
詰
め
ら

れ
る
が
、
概
ね
素
案
の
内
容
の
ま

ま
、
中
間
ま
と
め
と
な
る
と
み
ら

れ
る
。

体
的
な
方
向
性
と
し
て
、
ま
ず

国
、
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
、
教
育

委
員
会
、
学
校
、
大
学
と
い
っ
た

関
係
者
間
の
連
携
・
協
力
を
重

視
。
教
員
が
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て

身
に
付
け
る
べ
き
能
力
を
明
確
化

し
た
「
教
員
育
成
指
標
」
や
研
修

指
針
を
、
地
域
ご
と
に
関
係
者
共

同
で
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
し

て
い
る
。
加
え
て
、
大
学
が
教
職

課
程
を
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
参

　

中
央
教
育
審
議
会
の
初
等
中
等

教
育
分
科
会
教
員
養
成
部
会
は
六

月
三
十
日
に
第
八
十
六
回
の
会
合

を
開
い
た
。

　

同
部
会
の
主
な
議
題
は
「
こ
れ

か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の

資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
」で
、

夏
中
の
中
間
ま
と
め
公
表
に
向
け

て
週
一
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
会
合

を
重
ね
て
い
る
。

　

中
間
ま
と
め
素
案
は
改
革
の
具

教
育
改
革
の
動
向

新　

テ

ス
ト
の「
た
た
き
台
」を
議
論

高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

を
め

ぐ
る

主
権
者
教
育　

 

発
言
も

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会

夏
に
は
中
間
ま
と
め
公
表

中
央
教
育
審
議
会
教
員
養
成
部
会
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◆
私
立
学
校
専
門
研
修
会

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
部
会

　

９
月
10
日
・
工
学
院
大
学
（
新

宿
区
）
で
「
私
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
」
を

研
究
の
ね
ら
い
に
開
催
。
世
界
で

活
躍
す
る
講
師（
各
国
病
院
計
画
・

研
究
に
携
わ
る
長
澤
泰
工
学
院
大

学
前
副
学
長
、
教
育
に
よ
る
世
界

的
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

掛
け
る
菅
谷
亮
介
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
50
代

表
理
事
）
に
よ
る
講
演
、
工
学
院

大
学
附
属
中
・
高
校
で
先
進
的
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
視
察
。
募
集
50

名
、
８
月
21
日
締
切
。

み
を
報
告
。
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ

協
議
で
意
見
情
報
交
換
し
、
清
水

哲
雄
委
員
長
は
教
員
が
大
き
な
視

点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
最
新
情
報

を
共
有
連
携
す
べ
き
と
述
べ
た
。

◎
私
立
学
校
初
任
者
研
修

　
　

関
東
地
区
千
葉
県
研
修
会

　

６
月
15
～
17
日
、
千
葉
市
・
ホ

テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張
で
開

催
、
88
名
参
加
。
古
賀
正
一
千
葉

県
私
学
振
興
財
団
理
事
長
の
「
こ

れ
か
ら
の
私
学
教
育
」、
松
藤
哲

千
葉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
少

年
課
少
年
セ
ン
タ
ー
上
席
少
年
補

導
専
門
員
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
抑
止
対
策
」、

日
野
聖
保
子
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
通
訳
ガ
イ
ド
の
「
社
会
人

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
の

講
演
、
学
習
指
導
・
学
級
経
営
・

生
徒
指
導
等
に
関
す
る
講
義
と
討

議
が
行
わ
れ
、
最
終
日
に
グ
ル
ー

プ
毎
に
話
し
合
わ
れ
た
「
自
分
た

ち
の
学
校
」
を
発
表
。

◎
私
立
学
校
初
任
者
研
修

　
　
　
　

北
関
東
地
区
研
修
会

　

６
月
24
～
26
日
、
新
潟
県
・
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開

催
、
63
名
参
加
。
中
川
武
夫
所
長

の
「
私
学
の
現
状
と
課
題
」、
碓

事
文
書
課
長
、
中
川
武
夫
所
長)

後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
今
井
榮
喜
氏
（
山
形
県
私

学
振
興
議
員
連
盟
世
話
人
代
表
）、

石
原
弘
廸
氏
（
山
形
県
）、
木
内

秀
樹
氏（
東
京
都
）、野
原
明
氏（
教

育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
鈴
木
康
之
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
も
と
課
題
を
提
言
し

闊
達
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
翌
日

は
グ
ル
ー
プ
討
議
後
、
山
形
学
院

高
校
で
食
物
調
理
科
授
業
と
ハ
ン

ド
ベ
ル
部
活
動
を
視
察
し
た
。

◎
私
立
学
校
専
門
研
修
会

　
　
　
　
　
　

教
育
課
程
部
会

　

６
月
19
・
20
日
、
タ
イ
ム
24
ビ

ル
で
開
催
、１
２
３
名
参
加
。「
私

学
の
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
目
指

し
て
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
高
大

接
続
改
革
と
新
学
習
指
導
要
領
を

一
体
的
に
考
察
。
初
日
は
小
松
親

次
郎
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
長
の
「
高
大
接
続
改
革
・
新
学

習
指
導
要
領
の
最
新
情
報
と
今
後

の
動
向
」、
上
杉
賢
士
日
本
Ｐ
Ｂ

Ｌ
研
究
所
理
事
長
の
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

効
果
と
手
法
」
の
講
演
。
か
え
つ

有
明
中
・
高
校
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
実
践
授
業
を
視
察
。

翌
日
、
平
方
邦
行
理
事
は
教
育
改

革
を
解
説
し
双
方
向
授
業
等
取
組

者
研
修
等
運
営
委
員
会
を
、
東
日

本(

委
員
長
：
須
藤
勉
東
京
学
園

高
校
副
校
長)

は
、
７
月
３
日
、

日
私
教
研
に
て
、
西
日
本(

委
員

長
：
摺
河
祐
彦
兵
庫
県
播
磨
高
校

長)

は
、
７
月
４
日
、
兵
庫
県
私

学
会
館
に
て
開
催
し
、
今
年
度
の

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
る
予
定
。

員
会
（
委
員
長
：
平
方
邦
行
工
学

院
大
学
附
属
中
・
高
校
長
）
を
開

催
し
、
三
事
業
の
基
本
方
針
と
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
三
事
業
の
運
営

を
直
接
担
当
す
る
私
立
学
校
初
任

　

日
私
教
研
は
、
今
年
度
の
三
事

業
（
全
国
初
任
研
・
中
堅
研
・
教

員
免
許
状
更
新
講
習
）
の
開
催
を

控
え
、
５
月
19
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
、
標
記
事
業
検
討
委

日
私
教
研
だ
よ
り

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
、
５
月
19
日
、
東
京
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会

館
）
に
お
い
て
第
７
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
同
会
議
で
は
、
平
成

26
年
度
事
業
報
告
案
、
同
決
算
報

告
案
、
同
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
案
、
及
び
理
事
の
選
出
に

つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
理
事
の
選
出

に
つ
い
て
は
、鈴
木
秀
一
理
事（
前

事
務
局
長
）
の
退
任
に
伴
い
、
新

た
に
川
本
芳
久
理
事
（
事
務
局
長

代
行
）
が
選
出
さ
れ
、
次
回
開
催

の
評
議
員
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

つ
い
で
、
６
月
９
日
、
同
所
に

お
い
て
、
第
４
回
評
議
員
会
を
開

催
し
た
。
同
会
議
で
は
、
第
７
回

理
事
会
で
の
承
認
事
項
（
平
成
26

年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
及

び
同
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
）
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び

正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
定
款
及

び
関
係
規
則
の
変
更
並
び
に
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
定
款
の
変
更
の

主
な
内
容
は
、
評
議
員
会
の
権
限

の
追
加
、
評
議
員
会
議
事
録
署
名

人
の
明
確
化
、
理
事
長
が
理
事
会

を
欠
席
し
た
場
合
の
対
応
等
。
ま

た
、
第
７
回
理
事
会
で
選
出
さ
れ

た
川
本
芳
久
事
務
局
長
代
行
が
正

式
に
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。
任
期

は
前
任
者
の
任
期
の
残
存
期
間
。

第
７
回
理
事
会
・
第
４
回
評
議
員
会
開
催

　

第
８
回
私
立
学
校
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
開
催　

研
修
会
の
夏
始
ま
る

◎
私
学
経
営
研
修
会

　

６
月
４
・
５
日
、
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
開
催
、

１
６
６
名
参
加
。「
私
学
振
興
と

教
育
の
未
来
」
を
研
究
の
ね
ら
い

に
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
40
年

を
機
に
私
学
の
先
達
の
努
力
と
思

い
を
再
確
認
し
、
新
時
代
の
私
学

経
営
振
興
策
と
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
深
め
た
。
開

会
式
は
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事

と
市
川
昭
男
山
形
市
長
、
教
育
懇

談
会
に
遠
藤
利
明
衆
議
院
議
員
が

臨
席
し
祝
辞
を
披
露
。
初
日
は
吉

田
晋
中
高
連
会
長
の
講
演
、
奥
田

政
行
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
基
調
講
演
、
中
央

と
開
催
地
の
報
告(

實
吉
幹
夫
副

理
事
長
、
椎
名
憲
次
山
形
県
学

井
真
史
新
潟
清
陵
大
学
大
学
院
教

授
の
「
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
た
め
に
は
」、
長
澤
正
樹
新

潟
大
学
教
育
学
部
教
授
の
「
特
別

支
援
教
育
と
発
達
障
害
生
徒
へ
の

対
応
」、
稲
葉
人
司
㈱
ヒ
ュ
ー
マ

ン
リ
ン
ク
社
長
の
「
学
級
経
営

の
ポ
イ
ン
ト
」、
山
﨑
吉
朗
主
任

研
究
員
の
「
効
果
的
な
学
習
指
導

法
」、
田
原
俊
典
修
道
中
・
高
校

長
の
「
私
学
教
員
の
心
得
」
の
講

義
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学

習
指
導
・
生
徒
指
導
・
学
級
経
営

の
三
点
に
つ
い
て
、
指
導
員
の
も

と
に
討
議
を
行
っ
た
。

秋
以
降
の
研
修
会
の
ご
案
内


